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奈良県口原本町のダンチ・アイリス■産地域において,

1977年 以来ダッチ・アイリスが腐敗枯死する症状が発生

し,甚 大な枝害をもたらしている 筆 者らは本定状の原

因究明を行った結果,ス ″切。り 確。属菌によって引き

線是:粋 品唇言百をを通皇岳揖1槍 派七名言3境房汝昼

777“S属菌の研究は,非 市に多くかつ多方面にわたって

いるが。わが国ではやっと緒についたばかりである 本

報告では由化腐敗病の発生生をおよび防除対策の資料と

するため,本 府原菌の遊走子生産と そ の侵八過程につ

ど富君居彗畳翻雪島そ署景言塁去書把Fの
一部は1983

1.逆 定子形成培地の検索

材料および方法

遊定子を形成させる方法として 本 菌を栄窪液体培地
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カプ ス`カーレットグロープ、 ダ ッチ・アイリス球根

ア`イデアル、C7j各々 200夕 100夕 に水を加え30分煮

沸した後ろ過し, 1を に調整した後成菌した液を供試し

た あ らかじめダイコン煎打寒天特地(ダイヨ′輔 200

夕に水を加え30分煮沸した後ろ過し寒天157を加え1セ

としたもの 以 下RA培 地)で 本菌を10日間培養した後

菌叢を直径 1伽のヨルクポ
ーラーて打ち打き 上 記の栄

養液体培地25材(2017r2 容三角フラスコ)で2どC条件

下48時間うもtI差した そ の後伸真した菌黄を25冠の政菌

水 (直径9価ベトリい で宏C24時間後培養し,形成さ

れた遊定子数をトーマ氏の血球計で計測した

結    果
供試した栄養液体増地の中ではアイリス球根 1007号

地 (以下アイリス滋体を地)で `結 果的に遊走子形成が

多く密められす20び夕では極めて少なくなった 他 の培

地素材ではアイリスrE体増地に比べ形成量は少ないが

その形成員はダイヨン。赤カブ,白 カブ ジ ,ガ イモの

順となった て第 1表)

第 1表 ヽ 地末材の遼いが遊走子形成に及はす影客
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1)30視 野当りの平143遊走子数

2 遂 走子形成におよぼす温度と PHの 影督

材料および方法

RA培 地で本菌を10日間培養した後 菌 護を直径 1伽

のヨルクポーラーで打ち抜き。アイリス液体培地28秘で

24C 48時 間前培差した 遊 走子形成温度の検索として

伸長した菌糞を減由した005%の リン酸緩衝液(PH60)

25材に入れ 5°Cか ら3Scまで8段階の温度条件下で24

時岡後培養し 形 成された遊走子数をトーマ氏の血球計

で測定した 遊 走子形成PHは  伸 長した菌餞を01N

のNaOHコ ClでPH3か らP H12まで調整した005%リ

ン酸綬El液ですがC,24時 間後塔養し 同 様の方法で遊

走子数を測定した
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日定液 (ホルマリン1,氷 軒酸 1,ァ ル白―ル8)で
固定後 ,ッ トンブルーで楽色して観察した 電 子顕
微鏡用試料は, タン‐ン酸を含むグルタ_ル アルアヒ
ドと四酸化オスミウムで 2重固定し,水 洗後ェタノー

ルで脱水し,酢 酸イッァミルに置換した.さ らに臨界
点乾燥後金蒸着して観察に供した
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第 1図 遊 た子形成に及ぼすpHの 影督
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第 2図  遊 走子形成に及ぼす温度の影轡

3 遊 走子のダ ッチ ・ァィ リス根への4E入過程
材料および方法

あらかじめRA培 地で培養した本菌を, ダッチ ァ
イリス滋体培地で24648時 間前培表した後,伸 長し
た菌逆を005%リ ン酸緩飾 F(P IE6 0)に 入れ
2o℃,2時 間後培養して遊走子を形成させた。この遊
走子滋に砂ざし発根させたダッチ。ァィリス (投長約
5伽)を ,ぷ 根ごと浸漬し20℃条件下においた。浸漬
後経時的にとり出し,光 学顕微鏡 〈Nl〔o■ oPTI P
HOT生 物顕微鏡),電 子顕微鏡 〈明石定吉電子顕微
鏡 札 PHA-9)で 遊走子のダッチ・ァィリス根部
への侵入過程を規客した。接種2時間以降は20℃条件
下の湿室に移した。光学顕徴鐘用試料は直接検鏡と,

第 3図  遊 走子の発茅

第4困 遊 走子の侵入
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わが国において Иpha“り″御  属 菌研究の歴史は浅

く 緒 についたばかりであるが,海外ではその生理
・生

懸学的に,非常に多くの研究がなされている 遊 定子と

総 そ路 好 マ燃 繊陥
K16)が 促進するとされている 前 報に示したように,

本菌は上記の И″切0,″御  属 菌と同様に,ペ プトン

培地,RA塔 地 PDA培 地で良好な生育を示す し か

しながら本菌は,こ れらの液体培地では遊定子形成は少

なく,ダッチ ア イリス液体塔地で中に多く認められた

したがって本菌の栄養要求とにおいて,菌 糸伸長は他の

コ″節o″ 仰  属 菌と同様であるが 遊 走子形成につ

いてやや異なるものと思われる ま た20種類の糖類 ア

ミノ酸等について検索したところ.麦 芽エキス (ニッス

イ)2%に 遊定子形成が認められた

Z″ 切切り“g 属 菌の発病に関与する要因として,

気温,上 壊環境 位 性,湿 度 PH)な どが考えられる

本菌の場合,菌ネ仲長は25℃,前 ■子形成は20℃前後が

最適であった И  ″ 働 な  の 発病適温は24～28C

とされており 感 染は20℃以下の方が激しいとされてい

岳境と晶富金軸 遷貫書髯皆
ている AljR養成固において,本 病は3月以降に急速な

病勢の准薦が認められるがす逆走子形成は20C前 後で景

適となるところから,定植直後の10月にすでに感染が開

始されている可能性が考えられた 水 菌の逆走子形成最

適PIは 6で あったが 本 県の水田上壊
のPHは 6前後

が多い ま た現地の闘場は水回転換畑であるため 士 壊

水分が高く遊走子の移動が容易であり こ れら方法 病の

急速な拡大要因であると考えられる

ス″哲″。,″卸 属菌の逆走子は,rlゎ 4抑 ヶわ
―

″rzり4属菌と同様に 拒物根に対し走性を示す この

選諮ず『訪炉寵鮮脅'野鑑勘灘̀
解を言強督岩麟慾 !滋現彎;晏蕊恐

睦と写長畳魯晏営あ察蛋緑暑盆モi蚤窪垢軽と写亀圭8
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4日後には遊走子形成が盛んとなり,球 根内部に菌糸の

侵入が認められた 球 根養成圃は抑～30万球/102の 密

植であるため 2次 伝染もきわめて急速に起こるものと

思われる 接 種6日後には球根根盤の上部に卵胞子形成

が認められ 球 根養成田での軽い発病の球根は保菌球と

して`次代の伝染源となる可能性が考えられた

'77““。り 421属菌の研究において大きな障害となっ

ているのは 選 択培地のない点である 水 馬の防14にお

いても.まず第一に上壊中の菌量の評価が必要となる

したがって今後,主壊中の卵殖子や逆走子を計側する選

択培地の作成が必要となる ま たス″″りり“g病 口避

交として一般に14輪作が行われているが,作付体系は穫

立されていない た  o″rzy.r●。はマメ科の他すホウレ

ンツク̀ トマLぐキャペツ等に卵胞子を形成することが

第6図  卵 胞子形成

第5図  遊 走子生産
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知られている 7)し たがって作付体系の確立にはぅます

卵胞子lL成のない作物の検索が必要となろう

ダッチ ア イリスの新病害黄化腐敗病の病原菌文″″″―

のり確s FF に ついて,遊 走子4モ産ならびにその侵人過

程の社索をおこなった

1 ダ ッチ・アイリス球根 100′を水 1ゼで30分点沸し

た後ろ遇減菌した液です特異的に多く逆走子生産

か認められた

2 遊 走子生産温度範囲は15～30Cで ,最 適温度は20

℃であった

3 逆 定子生産PH範 囲は3～ 11で,最 適PHは 6で

あった

4 遊 走子接極 3時 間後に侵入が認められ 3日 後に

は卵胞子 遊 走子生産が認められた
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正   誤   表

訂 正 箇 所 誤 正

表 紙

6項 目 目
入室加温時間 入豊加温時期

P 1 6

図     面
第 13図

P2 6

左上から10行日
散光線 FRA 散光性 FRA

P31

右上から14行日
結露水流下種 結露水流下量

P33

右下か ら2行 日
第 2表 第 3表

P52

左下から5行 日
カン″ヾニュウ カンクヾニュフ

P 8 1

上 部 見 出 し
P79上 部参照

P33

上 部 見 出 し
塚本圭一 堀本圭一

P 3 3

第 1図 経 盗部
遊走 数 遊定子数


